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 会社は黒字決算になったにも関わらず、社員の声や期待に応える

ことなく期末手当の回答をしました。働く私たちは一人では弱い存在

です。「間違えていることは間違えている」とハッキリ言える労働組合

に結集し、会社を正し共に成長することが重要であり、今のＪＲ東日

本で働く私たちに問われている大きな課題でもあります。輸送サービ

ス労組は、今後も労働者の立場に立ち、全組合員の議論から創る

労働組合を目指していきます。共に頑張りましょう！！ 


